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Abstract
Renective cOlor LCDs are important key devices in future information oriented society
High utilization ettciency of ambient light for bright display is needed for design of the renective
mode  ln transHlissive mode,the brightness can be easily contrO■ed by backhght Ho邪/ever,
the light intensitЬ/of the renective mode is linュitte  ttrithin the ambient light  The loss of the
incident light in the renective mode results in darkening the LCD panel  lt is an important point
Of the reFlective display to increase the brightness as high as possible  ln order to improve the
emciency,the property of a polarizer is discussed and the guideline is presented
′【て,ypοrrs: Liquid Crystal, Renective wlode,Linear Polarizer,Renection,Lambert―Beer's
Law
1.はじ め に
反射型液晶ディスプレイは高度情報化社会の
進展にとってキーとなる重要なデバイスであ
る。透過型LCDでは背面光源による消費電力
が全体の1/2～1/3程占めている。反射型LCD
は背面光源を用いないためバッテリーでも長時
間駆動が可能であり,また,薄いデバイスであ
るなど携帯性に富んでおり,いつでもどこでも
だれとでも気軽な画像の通信が可能となる。
反射型モードの設計においては外部光の効率
的な利用が必要である。透過型モードにおいて
は,背景光によって明るさを自由に制御するこ
とができるが,反射型モードでは利用しうる光
のエネルギーが外部光に限られてしまい,任意
の光強度を得ることはできない。反射型LCD
の設計においては入射光の損失はパネルの輝度
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低下を招いてしまうため,光の損失を極力抑え
なければならない。数多くの広視野角の反射型
モードが提案され,近年その進展が目覚ましい
が,外部光の利用効率を改善するため,素子の
反射率を1%でも上昇させる必要がある。従っ
て,素子の全ての構成要素において反射率を上
昇させる最適化が行われなければならない。
直線偏光子は入射自然光を直線偏光に変換す
る光学素子であり,LCDにおいては必要不可欠
なものである。本報告では偏光子の評価法につ
いて検討し,反射型液晶ディスプレイにおける
設計概念を明らかにする。
2.偏光子における表面反射効果
偏光子は図1に示すように入射自然光を直線
偏光に変換する光学素子であり,LCDにおいて
は必要不可欠なものである。ここで 蜀Iは最大
透過軸方向の透過率であり,T.は最大吸収軸
方向の透過率を示している。吸収異方性を持つ
物質は入射光のある特定方向の成分を吸収し,
残った成分を直線偏光として出射する。理想偏
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